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研究成果の概要（和文）：本申請研究の成果は、人の暮らす地域環境の違いをふまえた社会機能に着目したアウ
トカム指標として、地域レベル評価指標の試案37項目が捉えられた。またCOVID-19パンデミックの中で特に地域
環境の違いにより、人の健康知識や健康行動に影響のあることが捉えられた。
ポスト・コロナ社会において、地域環境を考慮し社会機能を統合して人の健康生活における地域ケアの検討に
は、エコシステム(Ecosystems)をふまえること、そして地域ケアに関わる横断的な多職種連携
(Interdisciplinary Collaboration)の重要性について、グローバル・スタンダードの観点から捉えられた。

研究成果の概要（英文）：The 37 items were extracted as social aspects at the community level that 
reflect the elderly residents' perception, considering the difference of the community environment 
through a literature review.  And then, two factors: health-related knowledge and health-related 
behavior, were perceived as the significant disparities between urban and rural during the 
coronavirus disease 19(COVID-19) pandemic.
It suggests that understanding the social aspects of ecosystems in clinical settings, through 
interdisciplinary collaboration, is crucial for developing systematic community strategies for 
people's well-being life in medical, health, and welfare contexts. 
  

研究分野：地域看護学

キーワード： 地域環境　社会機能　人の健康　グローバル

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ポスト・コロナ社会における今後の多様な人の健康生活に関わる社会的変化をふまえ、地域ケアのあり方を検討
する上で、今後、どのような視点から捉え検討することがより求められるかについて、一つの示唆の提供に繋が
ったことは学術上の意義はあったのではないかと考える。また今後の人の安寧な健康生活(well-being healthy 
life)に繋がる研究のあり方を地域基盤の観点から検討したことは社会的意義もあったのではないかと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1．研究開始当初の背景 
本研究代表者の文献研究 (Imaiso, 2018)   
を通し、包括的な地域ケアにより、高齢者 
の「身体的・精神的健康の向上」「社会機能 
の向上」「QOLの向上」に繋がることが示さ 
れた。しかし、個人の健康状態として、身体 
的や精神的な健康に焦点をあてた研究に比
べ、社会参加などを含む社会機能をも考慮し
た研究は少ないことが捉えられていた（表1）。 
このような本研究開始当初の背景をふまえ、地域看護学(Community Health Nursing)の立場
から、地域特性を都市部(Urban)と過疎地域(Rural)と捉え、先ずは高齢者の社会機能に着目し、
そこに暮らす人々の健康生活に効果的で持続可能な包括的な地域ケアを評価するための項
目について、グローバル・スタンダードからの検討は重要なことの一つでないかと考えた。
そのため、2020 年度より 3年計画にて申請するに至った。しかし、2019 年頃からの新型コ
ロナウィルス（COVID-19）パンデミックの影響にて、本計画申請内容に基づき海外渡航を
含めた調査研究の実現は難しい状況が続いた。ソーシャル・ディスタンスなど COVID-19パ
ンデミックによる影響から、人との繋がりなど地域環境全体の状況も変化してしまった感
は否めず、そのことが人の身体的や精神的、そして社会的な健康にも影響を及ぼす状況にな
っていることも推察された。本研究計画を申請した当初の状況と比べ地域に関わる変化は
大きく、本申請計画内容に則しての調査研究までには至らず、文献を通しての研究にとどま
ったが、COVID-19の影響による社会情勢の変化を考慮し、本研究での取り組み結果をふま
え、今後の地域ケアの検討に繋がるの研究に寄与できるよう、一つの成果のまとめとして報
告することとした。 
 
2．研究の目的 
（1）要介護状態にない地域在住高齢者（元気高齢者やフレイル、要支援高齢者を意味す
る）の健康支援における地域ケアに関わる評価指標について、地域に暮らす人の観点から捉

えられた特に社会的側面に焦点をあて先行研究を通して明らかにすることとした。 
（2）コロナ禍における人の健康について都市部と過疎地域との比較を通して、地域環境
による違いについて明らかにすることとした。 
（3）ポスト・コロナ社会において、そこに暮らす人を取り巻く地域環境を考慮し、社会
機能に着目した内容を含め、今後の包括的な地域ケアのあり方の検討に必要なことについ
て明らかにすることとした。 

 

3．研究の方法 

（1）文献検討を行った。PubMed, MEDLINE, CINAHLを用い、キーワードを’社会的結束
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(social cohesion)’、 ‘高齢者の健康 (elderly health)’、  ‘精神的健康 (mental health)’、 ‘地域

(community)’として検索した（2019年 10月）。本研究の対象文献 21件から、健康 との関
連で検討されていた社会的側面に関わる項目を全て抽出し、同じ意味内容のものを整理し、

日本語訳および英訳へのバックトランスレーションを、翻訳専門業者である Crimson 

Interactive Japan (www.crimsonjapan.co.jp) へ依頼した（2020年 12月 24日）。そして、各項
目の英語版と日本語版の意味内容に乖離がないことを確認した。その後、さらに英語版と日

本語版の個人レベルと地域レベルの各項目内容を精査し、同じ意味内容の項目を整理した。

そして、本研究では、自分の暮らす地域環境をどのように捉えているか（地域レベル: 
Community Level）の観点から精査した。 
（2）文献検討を行った。PubMed, MEDLINE, CINAHLを用い、キーワードを’地域の健康

(community health)’、urban(都市)’、’rural(過疎)’、’COVID-19’として検索した（2022年 9月）。

本研究の対象文献 3 件から、コロナ禍での都市部と過疎地域に暮らす人の健康と健康に影

響を与える要因についての結果内容を整理した。 
（3）文献検討を行った。PubMed, MEDLINE, CINAHLを用い、キーワードを’ホリスティ

ックヘルス(holistic health)’、’プラネッタリヘルス(planetary health)’、’社会的決定要因(social 

determinants)’として検索した（2024年 7月）。本研究の対象文献 5件から、地域ケアに関わ

る現場において社会的機能を考慮する上で重要な点として明示の結果内容を整理した。 

 

4．研究の成果：2020年度～2024年度（延長申請 2回含む） 
（1）社会的機能に着目した評価指標（案）として 77項目 
が捉えられた。このうち地域レベルでは 37項目（社会関係  
資本 13項目、社会参加 2項目、地域エンパワメント 2項 
目、社会移動 6項目、コミュニケーション 6項目、社会環  
境 8項目）が捉えられた。地域レベルの 37項目の抽出     
過程について図 1に示した。また地域レベル評価指標の試  
案（英語版および日本語版）37目について表 2に示した。 
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（2）COVID-19 パンデミックにおける都市部と過疎地域に暮らす人の健康において、本

研究対象文献 3件中 2件で、精神的健康に格差のあることが認められた。このうち 1件で
は、都市部に暮らす人の精神的健康状態が過疎地域より有意に低いことが認められた。コロ

ナ禍での都市部と過疎地域における人の健康に対する影響要因として、健康に関連する知

識(Knowledge)、行動(Behavior)、生活習慣(Lifestyle)、社会的サポート(Social Support)、4要因

が挙げられた。特に、健康関連の知識(Health-related Knowledge)と健康関連の行動(Health-

related Behavior)の 2 要因は、コロナ禍での都市部と過疎地域との間で有意な健康格差に繋

がることが示唆された。 
（3）ポスト・コロナ社会において、社会機能に着目した内容が都市部や過疎地域など地
域環境をふまえた地域ケアに関わる現場に活用できるために必要な点として、本研究 g 対
象文献 3 件全てにおいて、エコシステムの中で健康を捉えること(Perceiving Health in 

Ecosystems)が認められた。また文献 3件中、2件では、現場で健康関連政策を考慮すること
(Considering Health-related Policy in Clinical Situations)が、1件では、プライマリケアに関わる
現場で取り入れること(Addressing Health in Primary Care Settings)、が認められた。 
（4）まとめ 

ポスト・コロナ社会における人の安寧な健康生活(Well-being Healthy Life)支援に繋がる地域
ケアの検討には、そこに暮らす人の健康知識や健康行動に影響を与える地域環境を考慮し、
社会機能を統合(Integration)したエコシステム(Ecosystems)をふまえて検討することが重要な
点の一つとして捉えられた。そして、多様な地域に暮らす人の健康(Health)や健康生活
(Healthy Life)に関わる現場、特にプライマリケア(Primary Care)に関わる保健、医療、福祉に
おける多職種や多機関との横断的な連携(Interdisciplinary Collaboration)のあり方の検討も重
要な点の一つとして捉えられた。 
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